















































発達障害の罹病率 ）は、知的障害 ％、自閉症スペクトラム障害 ％強、注意欠如多動性
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広汎性発達障害の主症状は今まで 兆候と呼ばれる 社会性の障害 、 コミュニケーショ
ンの障害 、 想像力の障害 で説明されていた。 では 社会的コミュニケーショ
ンおよび対人的相互反応の障害 と 行動、興味、活動の限局された反復的な様式 の前者

























の上位概念である 心的外傷およびストレス因関連障害群 の中には他に 反応性
アタッチメント障害 、 脱抑制型対人交流障害 が含まれている。いずれも小児期の著しく
不十分な養育である社会的ネグレクトが病因の一つとされている。前者は苦痛なときでも援
）桑原斉 医学的見方 の診断基準 機関誌 心理学ワールド 特集 自閉症スペクトラム障害
新曜社、








































）杉山登志朗 子どものトラウマの臨床（総論）．精神科、 、科学評論社、 、
）清水光恵 トラウマからみた発達障害の特徴 ストレス科学研究、 、 、


































の条件を合わせて つの“ ” として表すこともある。
の原則として、 ）は 安全 、 信頼性と透明性 、 ピアサポート 、 協働
と相互性 、 エンパワメント、発言と選択 、 文化、歴史、ジェンダーの問題 つにまと
めている。アメリカ心理学会が編集しているトラウマ心理学のハンドブック ）ではファ




































上記のトラウマインフォームドな考え方を 行政や指導者 、 方針 、 物理的環境 、 エ
ンゲージメントと関与 、 分野の枠を超えた協働 、 スクリーニング、アセスメント、治療










































） は、最早期に の手引書をまとめ ） ）、各州の に広く参
照されている。この手引書の中では、 の枠組みの主要素として 学校全体のインフラ
と文化 、 教職員の研修 、 精神保健の専門家につなぐ 、 トラウマをもつ子どもへの学習
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教育領域における発達障害のトラウマケアについての一考察（中村）
に問題を抱えやすい発達障害には社会情動学習は有効であり、全生徒の社会情動スキルの上
達にも繋がる。
注意点としては前述した発達障害をもつ児童生徒はトラウマ記憶の想起に関する特徴があ
る。言語化に問題を抱える児童生徒の場合、何がきっかけでパニックになっているのか、周
囲に伝えることができないため、情緒的混乱の原因が把握しにくい面がある。この場合、
様々な場面で行動観察したり、保護者と情報交換したりして、統合的に情報を収集する工夫
をしながら、一方で児童生徒のメタ認知を育む取り組みが欠かせないと考えられる。
本稿では の枠組みの一端に触れたが、 の枠組みは特定の職員だけが行う取り組
みではない。その取り組みは組織的なものであり、実践していくためのチーム作り、地域と
のネットワーク作り、保護者との関係作り、安全安心な教室作り、職員の専門育成研修など
内容は多岐に渡る。今回紹介出来なかった内容に関しては今後紹介していきたい。

